
教育基本法との対照表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-111 小学校 国語科 国語 第６学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38 光村 国語 613 国語六　創造

1. 編修の基本方針

編修趣意書

言葉が広げる、子どもたちの世界

考えるとき、誰かと何かを伝え合うとき、そこには言葉があり
ます。確かで豊かな言葉の力を身につけること。それが、子ども
たちが他者と協働しながらよりよく生きていくうえでの支えにな
ります。社会がどのように変化しようとも、言葉の大切さ、言葉
のもつ力は変わらない。私たちは、自らの世界を豊かにしていく
ための言葉の力を子どもたちに育めるよう、この教科書を編修し
ました。
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子どもたちの「やってみたい」
「考えてみたい」という意欲を喚
起する学習活動を設定するととも
に、学習の中で子どもたち自身が
気づきを得て、達成感や、学ぶこ
との楽しさを味わうことができる
ようにしました。

特 色 3

身につけるべき言葉の力を明確に
し、子どもたちが主体的に学習に
取り組むことができるようにしま
した。「言葉による見方・考え方」
を働かせながら学習に取り組むこ
とで、学びを深め、確かな資質・
能力の定着を図ります。

学んだことを、国語の学習だけに
閉じることなく、他教科等や日常
生活にいかしていくことで、生き
る力につなげるようにしました。
また、生涯にわたって読書に親し
む態度や習慣を身につけ、学び続
ける主体を育てます。

― 課題意識・目的意識をもち、 
意欲的に学習に取り組むことが

できる教科書です。

自ら学ぼうとする
姿勢を育む

― どんな学習を通して、
どんな言葉の力をつけるのかが

分かる教科書です。

確かな言葉の
力を育む

― 国語で学んだことを、
他教科や生活にいかす力を

育てる教科書です。

今日の学びを、
明日につなぐ

特 色 1 特 色 2



「国語の学びを見わたそう」

・�国語学習の進め方と、これまでに学んだ言葉の
力、この学年で学ぶ言葉の力を示したページです。

・�前学年までの言葉の力を振り返り、これからの学
習にどういかすかを考えることができます。

・�全体を上下２段に整理し、学習の流れを明確
にすることで、児童が主体的に取り組めるよ
うにしました。

「読むこと」の「学習」（手引き）

確かな言葉の力を育む
― どんな学習を通して、どんな言葉の力をつけるのかが分かる教科書です。

特 色 1

「主体的・対話的で深い学び」を実現します。
「読むこと」の「学習」（手引き）

自ら学ぼうとする姿勢を育む
― 課題意識・目的意識をもち、意欲的に学習に取り組むことができる教科書です。

特 色 2

学び方と身につける力が見渡せます。
巻頭「国語の学びを見わたそう」

「見通しをもとう」 自分の課題意識を、学習のめあてにつなげる。
文章・作品を読んだことを、子どもたち自身の学びへとつなぐ「問いをもとう」と、
学習のめあてや、その学習で身につける力を示した「目標」とを掲げました。

下段：学習のポイント 学びを深める手立てを確かめる。
上段の課題に取り組むための手立てを示しています。また、「言葉による見方・
考え方」を働かせることが意識的に行えるよう、「言葉に着目しよう」を示しました。

上段：学習課題 学習過程に即して主体的に学ぶ。
学習過程に即して、課題を示しました。一人で、あるいは友達と考え、共有する
中で、多様な考えにふれ、自分の考えを深化させることができるようにしました。

「ふりかえろう」 自分の学びを、自分の言葉にする。
「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの
観点で振り返ることで、自らの学びの自覚化を促します。

「たいせつ・いかそう」 身につけた言葉の力を押さえる。
その学習で学んだ言葉の力を汎用的に活用できるようにするための「たいせつ」
と、他教科等や日常生活に活用する視点を示した「いかそう」で構成しています。

国語を学ぶことへの期待を高める、楽しい活動です。
「言葉の準備運動」「詩を楽しもう」「楽しく書こう」

　言葉の準備運動

・�学年初めの緊張する心と体を解きほぐす教材です。
対話を通して、みんなで学ぶ楽しさを味わいます。

　詩を楽しもう

・�詩の音読から、「読むこと」の学習の導入を図ります。
　楽しく書こう

・�文章を書くことに対する抵抗感をなくし、今後も意
欲的に書こうとする素地をつくります。

「つないで、つないで、一つの
お話」（言葉の準備運動）

「伝わるかな、好きな食べ物」
（楽しく書こう）
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・�年間２か所に、読書単元を設けました。
・�日常的な図書館利⽤を促し、読みたい本を見つける方
法や知りたいことを知るための方法を身につけるとと
もに、読みたい本・必要な本を思い描く力を⾼めます。

・�また、読書によって⽣活を豊かにしようという意欲を
引き出すことも目ざしました。

・�６年間の国語学習を振り返って、身についた力を確かめると
ともに、特に身についた言葉の力や、その力をどんな場面で
いかしたいかを考える場を設けました。
・�自らの成長を実感することで、中学校の国語学習への意欲と
ともに、学んだことを国語以外の学習や日常生活にいかす意
識をもたせるようにしました。これらによって、国語を学ぶ
意義を自分なりに考えることが期待されます。

今日の学びを、明日につなぐ
― 国語で学んだことを、他教科や生活にいかす力を育てる教科書です。

特 色 3

自分の「問い」がめあてにつながります。
「問いをもとう」「目標」

・�個別最適な学びの充実につながるよう、「話すこと・聞
くこと」「書くこと」の単元冒頭や「読むこと」の手引
き冒頭に、「問いをもとう」を新設しました。
・�その単元の話題・題材や学習内容に関連して、これまで
を振り返ったり、どんなことをしてみたいかを考えたり
することを通して、子どもの課題意識・目的意識を掘り
起こします。それを「目標」につなげることによって、
学習に取り組む意欲が⾼まるようにしました。

自らの成長に気づき、学ぶことの意義を味わいます。
「中学校へつなげよう」

「大切にしたい言葉」

「中学校へつなげよう」

「公共図書館を
活用しよう」

「私と本」

「本は友達」

読書に親しむ習慣や態度を育みます。

②

単元の重点箇所
で、身につける力
に関わって、しっ
かり考えます。

「話すこと・聞くこと」冒頭 「読むこと」手引き冒頭

「あなたはどう思うか」と問いか
けることで、単元で学ぶことを
自分事として捉えられるように
しました。

・�「話すこと・聞くこと」「書くこと」では、単元の重点
箇所に、子どもに考えることを促す問いかけを▼で示
しました（①）。そして、学習のポイントをチェック
する欄を設けたり、「他に、大事だと思ったことはあ
りますか。」という呼びかけを添えたりして（②）、ポ
イントを確かめると同時に、自分にとって大事なこと
は何かを考えるよう促しました。

①
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「話すこと・聞くこと」「書くこと」

大事なことは何かを、自分で考えます。



2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

言葉の特徴や
使い方

・ 言葉や漢字に関する教材を通して、言葉の働きや文字・表記の決まりなどを知り、身につけることができます。また、言
葉に関する特設単元「日本語の特徴」を通して、他言語との比較などから日本語について考え、効果的に言葉を運用し
ようとする態度を育てます。  【第一号】

44-45,52,
66-67,110,
135,136-137,
148-149,
170-171,172,
204,215-216,
217-220,247

情報の扱い方 ・  情報に関する特設教材「主張と事例」「情報と情報をつなげて伝えるとき」を通して、情報の関係性について理解したり、
情報の整理のしかたを身につけたりすることができます。  【第一号】

65,
74-75

我が国の
言語文化

・ 「天地の文」「古典芸能の世界／狂言『柿山伏』を楽しもう」「季節の言葉」を通して、語彙を拡充したり古典に対する
知識を身につけたりするとともに、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養います。
 【第一号】【第五号】

46-47,72-73,
82-83,
138-139,
150-154,
194-195

・ 「漢字の形と音・意味」「日本の文字文化」などを通して、言葉の由来や変化などについての知識を身につけることがで
きます。  【第一号】

44-45,
200-203

・ 「公共図書館を活用しよう」を通して、公共図書館の特徴を知り、公共心を育てるとともに、その他の公共施設を理解し
活用しようとする態度を育てます。  【第三号】
・  「私と本」や読書教材「星空を届けたい」を通して、個人の価値を尊重する態度を養うとともに、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養います。  【第二号】【第三号】

41-43,
84-97

話すこと・
聞くこと

・ 一文ずつ順につないでお話を完成させる「つないで、つないで、一つのお話」、聞いたことをもとに自分の考えを深める
「聞いて、考えを深めよう」、対話によって自分の考えを確かなものにする「いちばん大事なものは」、目的や条件を意識
した話し合いを行う「みんなで楽しく過ごすために」、コミュニケーションについて考える「伝えにくいことを伝える」、将来
の自分についてのスピーチを行う「今、私は、ぼくは」を通して、個人の価値を尊重する態度や、自他の敬愛と協力を重
んずる態度を養います。    【第二号】【第三号】

18-19,48-51,
102-103,
140-147,
226-230

書くこと

・ 「伝わるかな、好きな食べ物」に取り組むことを通して、自他を尊重する態度を育みます。  【第二号】
・ 生活の中にある楽しみを短歌にする「たのしみは」、日本文化のよさについて調べたことをまとめる「発見、日本文化のみ
りょく」を通して、豊かな情操を育むとともに、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養
います。  【第一号】【第五号】
・ デジタル機器の活用に関する提案文を書く「デジタル機器と私たち」を通して、自主・自律の精神を養うとともに、主体
的に社会の形成に参画する態度を育みます。   【第二号】【第三号】
・ 「文章を推敲しよう」を通して、文章の推敲に関する技能を身につけることができます。 【第一号】
・ 友達に推薦したいものをまとめる「おすすめパンフレットを作ろう」、自分にとって大事な言葉を題材にした「知ってほしい、
この名言」「大切にしたい言葉」を通して、個人の価値を尊重する態度を養います。  【第二号】
・ 「中学校へつなげよう」に取り組むことを通して、自らの６年間の成長を実感できるようにしました。 【第一号】【第二号】

22-23,68-71,
76-81,
108-109,
166-169,
188-193,
198-199,
221-225,
250-251

読むこと
（説明的な文章）

・ 「笑うから楽しい」「時計の時間と心の時間」を読むことを通して、心の動きや感覚に関する知識を得るとともに、健やか
な心身を養う態度を育みます。 【第一号】
・ 「インターネットでニュースを読もう」を通して、幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養います。  【第一号】
・ 「『鳥獣戯画』を読む」を読むことを通して、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養い
ます。   【第五号】
・ 「『考える』とは」「人間は他の生物と何がちがうのか」を読むことを通して、真理を求める態度や道徳心を養うとともに、
主体的に社会の形成に参画する態度を養います。  【第一号】【第三号】

53-64,
104-107,
155-165,
205-214,
256-260

読むこと
（文学的な文章）

・  詩「準備」「せんねん まんねん／名づけられた葉」「詩を朗読してしょうかいしよう」「生きる」を読むことを通して、想像力と
豊かな情操を育みます。  【第一号】
・  物語「帰り道」「やまなし」を読んで豊かな情操を育むとともに、考えを共有することを通して、個人の価値を尊重する態
度を養います。  【第一号】【第二号】
・  物語「ぼくのブック・ウーマン」を読むことを通して、自主・自律の精神を養うとともに、責任や平等などを重んずる態度を
養います。  【第二号】【第三号】
・  物語「海の命」を読むことを通して、職業や生き方について考えるとともに、生命を尊び、自然を大切にする態度を養い
ます。  【第二号】【第四号】

20-21,25-40,
98-101,
111-134,
173-187,
196-197,
231-246,
252-255

付録 ・ 本編の学習と関連して扱うことができる内容を用意し、自主的な学習にも役立てられるようにしました。  【第一号】 261-312
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3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

・�教科書の中で、「二次元コード（QRコード）」が示され
た箇所には、発表や話し合いなどの動画資料、作家・筆
者へのインタビューなど、児童の興味・関心を⾼めた
り、学習を深めたりすることができる資料を豊富に収め
ました。
・�教科書の裏表紙に付した二次元コードには、ICT機器の
活⽤の際に留意することのほか、感染症対策、防災、
SDGs、外国人児童等のための学校で使う日本語等に関
するコンテンツを⽤意し、学校生活や学習に資するよう
にしました。

学習上の参考に供するための資料

全ての児童に使いやすく、分かりやすく。

筆者へのインタビュー
（「人間は他の生物と
  何がちがうのか」）

発表の様子（「今、私は、ぼくは」）

語彙や思考を広げていくための工夫

・�巻末付録に、思考や表現の助けとなる語彙を、
「伝え合うための言葉」「言葉の宝箱」として提示
するとともに、国語学習でよく使われる言葉を、
「学習に⽤いる言葉」として整理しました。
・�また、２年以上の巻末に「図を使って考えよう」
を設け、思考ツールと思考を表す表現をまとめま
した。考えを深め、表現する手がかりになります。
・�６年付録には、プログラミング的思考に資するよ
う、「課題解決に向けて考える」を掲載しました。

「伝え合うための言葉」

「課題解決に向けて考える」

　特別支援教育への配慮

・�ユニバーサルデザイン・カラーユニバーサルデザインの観点から、全ての児童に使いやすい教科書を目ざしました。
教科書の全ページについて、専門家の校閲を受けています。
・�「話すこと・聞くこと」「書くこと」および「読むこと」手引きは、上段と下段の性格づけを明確にし、どこを、どう
読み、何が大切なのかが直感的に分かる紙面レイアウトとしました。

　色覚特性への配慮

・�学習上、複数の情報の識別が必要な図版については、色の組み合わせや色調に配慮しました。また、色だけでなく、
形でも区別できるようにするとともに、文字と写真、写真と写真との区別が明確になるように配慮しました。

　書体に関する配慮

・�本文には、教科書のために特にデザインした自社作成の教科書体を⽤いています。この書体は、読みやすいだけでな
く、書き文字に近いため、子どもたちに正しい字形を意識させることができます。
・�見出しなどの着目させたい箇所や、図書紹介などの文字の小さな箇所などには、UD書体を使⽤しています。
　人権上の配慮

・�教科書全般にわたって、教材や挿絵に登場する人物に、性別等による偏りがないようにしました。また、人種・身体
的特徴などについても、多様性に意を⽤いました。
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　六年生で学ぶこと／五年生で学んだこと

・�上段は、各単元の「たいせつ」を提示し、下
段は、５年生の学習内容を、学習過程ごとに
整理しています。

　どうやって学んでいくのかな

・��学習や生活場面と言葉との関わりを見つめ
ることから学びがスタートします。協働と
個の学びの両方を大事にしています。

1. 編修上特に意を用いた点や特色

学習指導要領との対照表、配当授業時数表
※受理番号 学校 教科 種目 学年

104-111 小学校 国語科 国語 第６学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

38 光村 国語 613 国語六　創造

編修趣意書

確かな言葉の力を育む
― どんな学習を通して、どんな言葉の力をつけるのかが分かる教科書です。

特 色 1

・ 「主体的・対話的で深い学び」をどう進めていくかを視覚的に示した「どうやって学んでいくのかな」と、領域別に
学習内容を整理した「六年生で学ぶこと」「五年生で学んだこと」で構成しています。冒頭のページには、学年の発
達段階に応じて、国語を学ぶ意義を考えられるようなリード文を添えました。
・�国語学習開きで確かめるだけでなく、折にふれていつでも立ち戻りやすくするために、他のページより横幅を少し短
くした、ブックインブックの形式にしています。

国語をなぜ学ぶのかを考え、何をどう学んでいくのかを確かめる。

巻頭ブックインブック「国語の学びを見わたそう」

　国語の学びを見わたそう

・�冒頭のページでは、１年間、ともに
学んでいくことになる４人の子ども
のイラストとあわせて、国語を学ぶ
意義や呼びかけを提示しています。
各教室での学習開きに活用できるよ
うにしました。

1
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　どんな学習をしたか、
三つの観点から、自分
の言葉でふり返り、ま
とめましょう。

ふりかえろう

　
国
語
の
学
習
は
、
あ
な
た
の
ふ

だ
ん
の
生
活
と
強
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
書

い
た
り
、
読
ん
だ
り
す
る
と
き
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
こ
と
や
、
し
て
み

た
い
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

五
年
生
の
国
語
の
学
習
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
や
、
楽
し
み
な
学
習
を
書
い
て
お
こ
う
。

●
友
達
と
の
間
で

●
学
校
生
活
の
中
で

●
家
や
地
域い
き

で

　好
き
な
本
や
映え

い

画
の
み

り
ょ
く
を
語
り
合
い
た
い
。

　昔
の
人
が
ど
ん
な
こ
と

を
書
い
て
い
た
か
、
読
ん

で
み
た
い
な
。

　安
心
し
て
く
ら
せ
る
町

の
工
夫
に
つ
い
て
、
調
べ

て
み
た
い
。

9

5

国
語
の
学
び
を

見
わ
た
そ
う

さ
あ
、
言
葉
に
つ
い
て

学
ん
で
い
こ
う
。

国
語
の
学
習
で
は
、
他
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
を
深
め
た
り
、

人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
表
現
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

言
葉
に
は
、
ど
ん
な
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

国
語
で
学
ん
で
き
た
こ
と
は
、
い
か
せ
て
い
ま
す
か
。

思
い
や
考
え
を
、
さ
ら
に
豊
か
に
伝
え
合
え
る
よ
う
に

―
。
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「�―のときには、� �

こう考えよう。」

「�―�のときに、� �

いかすことができそう。」

「こんなことを実現したい。」

「どうすればうまくできるかな。」

「どうして―だろう。」

「こんな言葉の力がついた。」

「効果的に表現できた。」　

「もっとこうすればよかった。」

「�みんなで話し合って、� �

考えが深まった。」 「―という表現について、どう思う。」　

「できていないところはないかな。」

「�もう一度やり直してみよう。」

　
み
ん
な
で
考
え
、
学
び
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、

学
習
の
進
め
方
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

ど
う
や
っ
て
学
ん
で
い
く
の
か
な

「�これからは、こんなことに気をつけて

��話し合おう。」

「�必要な情報を、うまく見つけることができた。」

「�みんなで話し合って、もっといい考えを�

作れたらな。」

「�自分にとって必要な情報が、見つけられない。」

見通しをもつ

問いをもつ
話す・聞くふりかえる 書く読む

●●

一
人
で
じ
っ
く
り
考
え
る

●●

み
ん
な
で
よ
く
考
え
る

たいせつ

問いをもとう目 標

ふりかえろう

学習や生活にいかす 学習や生活の中で

1213
51015510

書く

資
料
を
活
用
し
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を

効
果
的
に
伝
え
る

　
今
、
私
は
、
ぼ
く
は

226

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
聞
い
て
、

自
分
の
考
え
に
い
か
す

　
い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
は

目
的
や
条
件
に
応
じ
て
話
し
合
う

　
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に

102

140

言
葉
の
準
備
運
動

　
つ
な
い
で
、
つ
な
い
で
、
一
つ
の
お
話

話
を
聞
い
て
、
考
え
を
深
め
る

　
聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う

18

48

五
年
生
で
学
ん
だ
こ
と

話
題
や
議
題
を
明
確
に
し
て
、
集
め
た
情
報
や
自
分
の

考
え
を
、
目
的
に
応
じ
て
整
理
す
る
。

●●

話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
気
が

つ
い
た
こ
と
を
伝
え
合
う
。

●●

決めよう
集めよう

読
む
人
の
こ
と
を
考
え
て
、
集
め
た
情
報
を
整
理
す
る
。

伝
え
た
い
こ
と
に
沿そ

っ
て
、
必
要
な
情
報
と
そ
う
で
な

い
情
報
と
を
区
別
し
た
り
、
内
容
ご
と
に
ま
と
ま
り
を

作
っ
た
り
す
る
。

●●●●

組み立てよう

意
見
文
は
、
主
張
と
根
拠き

ょ

、
予
想
さ
れ
る
反
論ろ

ん

と
そ
れ

に
対
す
る
考
え
を
、
ど
こ
に
、
ど
う
示
す
か
工
夫
す
る
。

構
成
が
ど
ん
な
効
果
を
生
む
か
を
考
え
る
。

●●●●

書こう

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
と
自
分
の
考
え
と
を
区
別
し
、

資
料
と
文
章
と
の
対
応
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
。

書
い
た
文
章
を
見
直
し
、
目
的
に
応
じ
て
、
た
と
え
を

使
っ
た
り
、
言
葉
の
順
序
を
入
れ
か
え
た
り
し
て
、
表

現
を
工
夫
す
る
。

●●●●

つなげよう

書
い
た
文
章
の
感
想
を
伝
え
合
い
、
構
成
や
表
現
の
工

夫
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
。

●●

事
実
と
考
え
と
を
区
別
し
て
、
話
を
組
み
立
て
る
。

伝
え
た
い
こ
と
に
応
じ
て
、
メ
モ
や
資
料
を
ま
と
め
る
。

●●●●

六
年
生
で
学
ぶ
こ
と

伝
え
た
い
こ
と
を
、
比
べ
て
選
ぶ

　
知
っ
て
ほ
し
い
、
こ
の
名
言

説
得
力
の
あ
る
構
成
で
、
提
案
す
る
文
章
を
書
く

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
と
私
た
ち

読
む
人
を
意
識
し
て
推す

い

敲こ
う

す
る
推
敲

　
文
章
を
推
敲
し
よ
う

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
効
果
的
に
伝
え
る

　
発
見
、
日
本
文
化
の
み
り
ょ
く

書
き
表
し
方
を
工
夫
し
て
、

す
い
せ
ん
す
る
文
章
を
書
く

　
お
す
す
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う

自
分
の
思
い
を
的
確
に
伝
え
る

　
大
切
に
し
た
い
言
葉

楽
し
く
書
こ
う

　
伝
わ
る
か
な
、
好
き
な
食
べ
物

感
想
を
伝
え
合
い
、
今
後
の
表
現
に
い
か
す

　
た
の
し
み
は

198
76

108

166

188

221

22

68

資
料
の
示
し
方
や
話
し
方
、
言
葉
の
選
び
方
を
工

夫
し
て
、
説
得
力
の
あ
る
話
を
す
る
。

聞
き
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
話
す
人
の
目
的
を

考
え
な
が
ら
、
聞
い
た
り
た
ず
ね
た
り
す
る
。

話
を
記
録
し
て
ま
と
め
る
と
き
は
、
や
り
取
り
を

正
確
に
聞
い
て
、
要
点
を
メ
モ
に
取
る
。

た
が
い
の
考
え
の
よ
い
と
こ
ろ
や
問
題
点
を
比
べ

て
、
ど
ち
ら
に
説
得
力
が
あ
る
か
を
考
え
る
。

進
行
計
画
に
沿そ

っ
て
話
し
合
い
、
質
問
を
通
し
て

考
え
を
広
げ
、
条
件
に
沿
っ
て
考
え
を
ま
と
め
る
。

●●●●●●●●●●

話す・聞く

決めよう
集めよう

つなげ
よう

準備
しよう話そう・聞こう

話す話し合う 聞く

9

5

国
語
の
学
び
を

見
わ
た
そ
う

さ
あ
、
言
葉
に
つ
い
て

学
ん
で
い
こ
う
。

国
語
の
学
習
で
は
、
他
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
を
深
め
た
り
、

人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
表
現
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

言
葉
に
は
、
ど
ん
な
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

国
語
で
学
ん
で
き
た
こ
と
は
、
い
か
せ
て
い
ま
す
か
。

思
い
や
考
え
を
、
さ
ら
に
豊
か
に
伝
え
合
え
る
よ
う
に

―
。



日常生活にいきる対話の力を育む
•  子どもが、自然と「話したくなる」「聞きたくなる」話
題と活動を、バランスよく系統的に配置しています。
•  主たる学習機会は年間５か所で、「言葉の準備運動（ア
イスブレイク）」「耳を傾ける（受けて返す・聞く）」「対話
の練習」「話し合う」「声を届ける（話す）」それぞれの学
習に重点的に取り組めるよう工夫しています。
•  単元冒頭に、学習の流れや重点を確かめる「見通しをも
とう」、単元末に、自己評価の観点である「ふりかえろ
う」を置き、主体的に学習に取り組めるようにしました。
•  二次元コードのコンテンツとして、モデル動画を用意
しました。

「話すこと・聞くこと」単元

「書くこと」単元

書く力の積み重ねを感じられるように
•  子どもたちの発達段階、習熟度、必然性を考慮して、多彩な文種・言語
活動を系統的にバランスよく配置しています。
•  主たる学習機会は年間８か所で、提案、推薦、短歌の創作などの学習に
重点的に取り組めるよう工夫しています。情報の扱い方に関する特設教
材「情報」と合わせて、論理的に書く力を育てます。また、苦手意識を
もたせないよう、学年初めに「楽しく書こう」を新設し、書くことを通じ
て友達とつながり、自己肯定感をもてるよう配慮しました。
•  学習の積み重ねを実感できるよう、指導事項を焦点化した小単元「書
くときに使おう」を新設し、他の単元でいかせるようにしました。
•  取り組みやすいよう、紙面構成は「話すこと・聞くこと」と共通です。

読みたい思いをいかす、新しい「学習」（手引き）
•  単元扉により、子どもたちの「読みたい」という思いを引き出し、
目的をもって学習に臨めるようにしました。
•  「学習」（手引き）で設定した課題（上段）は、学習過程を意識して
学ぶことで確実な定着を目ざしています。下段では、言葉に着目
して深く学ぶための「言葉に着目しよう」や、対話的な学習のポイ
ントを明示する二段組構造です。

質の高い「読むこと」教材
•  文学的な文章は、長く掲載されている名作に加え、現代的なテー
マをもつ書きおろし作品など、今読む価値のある作品を配置して
います。９月文学単元では、学んだことをいかせるよう、関連作品
を巻末に収録しています。
•  説明的な文章は、現代社会を生きる子どもたちにふさわしい題材
を選び、論理的思考のモデルとなる文章を位置づけました。
•  人権教育にも十分配慮し、豊かな読書生活にもつながるよう、多
様な文章・作品を偏りなく選びました。
•  絵や写真と文章を対応させて読んだり、表などを活用して考えを形
成したりする学習ができるよう工夫しています。

「読むこと」単元

「思考力、判断力、表現力等」の単元
問いをもって学び、自分の言葉で学びを振り返ることができる、主体的な学び手を育てます。

「文章を推敲しよう」（書くときに使おう）

109 108

5510

5

10

5
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次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
文
章
全
体
を
見
直
す
。

●●	

伝
え
た
い
こ
と
を
、
具
体
的
に
書
い
て
い
る
か
。

●●	

伝
え
た
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
構
成
に
な
っ
て

い
る
か
。

●●	

事
実
と
、
感
想
や
意
見
と
を
区
別
し
て
い
る
か
。

●●	

引
用
の
し
か
た
や
、
文
と
文
と
の
つ
な
が
り
は
適
切
か
。

　
桜
井
さ
ん
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
を
提
案
す
る
た
め
に
、
上
の
文
章

を
書
き
ま
し
た
。
友
達
に
読
ん
で
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
次
の
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

―
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

―
。
ぼ
く
は
、
新
聞
を
読
ん
で
、

具
体
的
に
書
く
。

引
用
元
を
は
っ
き
り
書
く
。

▼
桜
井
さ
ん
の
文
章

は
、
ど
う
直
す
と
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

赤
字
で
書
き
こ
み
ま

し
ょ
う
。

▼
桜
井
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
点
か
ら
、
文

章
を
見
直
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が

赤
字
で
書
き
こ
ん
だ
も
の
と
比
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
気
づ
い
た
こ
と
を
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
桜
井
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
文
章
を
書
き
直
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
、
Sエ
ス

Dデ
ィ
ー

Gジ
ー

s ズ

の
目
標
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
新
聞
を
読

ん
で
、
国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
年
間
で
八
〇
〇
万

ト
ン
も
あ
る
と
知
り
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
な
ん
と
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
二
〇
〇
基
分
以
上
の
重
さ
だ
そ
う
で
す
。

商
品
の
包
装
が
簡
素
に
な
っ
た
り
、
以
前
は
無
料
だ
っ
た

レ
ジ
ぶ
く
ろ
が
有
料
化
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
た
よ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぼ
く
は
、「
北
西
新
聞
」
で
、「
国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
年
間
で
約
八
〇
〇
万
ト
ン
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
二
〇
〇
基
分
以
上
の
重
さ
で

あ
る
。」
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
、S
D
G
s
の

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
と
い
う
目
標
と
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
包
装
の
簡
素
化
や
、
レ

ジ
ぶ
く
ろ
の
有
料
化
な
ど
の
対
策
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
に
た
よ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ッ
プ
や
ス
ト
ロ
ー
は

使
わ
な
い
、
ポ
リ
ぶ
く
ろ
や
ラ
ッ
プ
の
使
い
方
を
見
直
す

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
〉「
北
西
新
聞
」
二
〇
二
四
年
九
月
三
日
朝
刊

◦
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
、
ど
の
目
標
と
関
わ
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

◦
何
て
い
う
新
聞
に
書
い
て
あ
っ
た
の
。

◦
こ
れ
を
読
ん
だ
み
ん
な
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
。

●●

書
き
こ
み
の
例

推
敲

一
度
書
い
た
文
章
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
、

修
正
な
ど
を
す
る
こ
と
。

�

ペ
ー
ジ

308

たいせつ

読
む
人
を
意
識
し
て
推
敲
す
る

いかそう

　
書
い
た
文
章
は
、
読
む
人
の
立
場
に
な
っ
て
読
み

返
し
、
よ
り
よ
く
整
え
ま
し
ょ
う
。

�

「
お
す
す
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

ペ
ー
ジ

188

文
章
を
推
敲こ

う

し
よ
う

書
く
と
き
に
使
お
う

ペ
ー
ジ

302

漢
字

新対
8
策8 サ

ク

8

サ
ク

8

書 く

「『考える』とは」（単元扉・学習）

213 212

ふりかえろう

510 5

とらえようふかめようまとめようひろげよう

問いをもとう目 標

見通しをもとう 学

習

5

知
る	

論
の
展
開
や
表
現
が
特
徴
的
だ
と
思
っ
た
の
は
、
ど
の
文
章
の
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

読
む	

友
達
と
伝
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
「
考
え
る
」
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
変
化
し
ま
し
た
か
。

つ
な
ぐ	

複
数
の
文
章
を
読
ん
で
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
よ
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

●●

そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
、
筆
者
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
文
章
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

●●

そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
は
、「
考
え
る
」
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
だ
ろ
う
。
短
い
文
で
表
そ
う
。

●●

筆
者
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
読
者
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
次
の
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の

特
徴
ち
ょ
うに

つ
い
て
考
え
、
共
通
点
や
異
な
る
点
を
見
つ
け
よ
う
。
＊①

◦
論
の
展
開
の
し
か
た
や
構
成
の
工
夫

◦
挙
げ
て
い
る
事
例
　
◦
表
現
の
し
か
た

●●

そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、

ノ
ー
ト
に
書
き
出
そ
う
。

◦
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
理
由

◦
自
分
の
知
識
や
経
験
と
比
べ
て
気
づ
い
た
こ
と

◦
自
分
の
考
え
と
の
共
通
点
や
異
な
る
点

●●「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
は
ど
う
考
え
る
の

か
を
ま
と
め
よ
う
。

●●

グ
ル
ー
プ
で
考
え
を
伝
え
合
お
う
。
友
達
の
話
を
聞
い
て
、
考

え
が
ど
う
広
が
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
の
か
も
伝
え
よ
う
。
＊②

　
三
つ
の
文
章
を
読
ん
で
、
最
も
あ
な
た
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ど
の
文

章
の
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

　
三
つ
の
文
章
を
読
み
、
友
達
と
伝
え
合
う
こ
と
を
通
し

て
、
自
分
に
と
っ
て
「
考
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

を
深
め
よ
う
。

◦
筆
者
の
論
の
展
開
の
し
か
た
や
、
表
現
の
し

か
た
に
着
目
す
る
。

◦
複
数
の
文
章
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
を
友
達

と
伝
え
合
い
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
。

言
葉
に
着
目
し
よ
う

①
伝
え
合
い
の
例

②

　次
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現
に
、
筆
者
の
書
き
方
の
特
徴
が

表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

●●	

何
度
も
出
て
く
る
言
葉

●●	

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
と
、
そ
の
書
か
れ
方

●●	

文
章
の
書
き
出
し
や
、
文
末
の
表
現

●●	

和
語
・
漢
語
・
外
来
語
な
ど
、
言
葉
の
種
類

●●	

た
と
え
な
ど
の
表
現
技
法

　ぼ
く
に
と
っ
て
、「
考
え
る
」

と
い
う
こ
と
は
、

︱
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　鴻
上
さ
ん
の

︱
と
い
う

言
葉
か
ら
、
自
分
の
行
動
を
ふ

り
返
っ
た
の
で
す
が
、

︱
。

　そ
の
視
点
は
お
も
し
ろ

い
で
す
ね
。

　︱
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
も
っ
と
く
わ
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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　「
考
え
る
」
と
は
何
で
し
ょ
う
。
ど
う
す
る

こ
と
が
「
考
え
る
」
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に

あ
る
文
章
を
読
ん
で
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の

「
考
え
る
」
を
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
り
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
合
お
う

これまでの学習

「
考
え
る
」
と
は

主
張
と
事
例
の
関
係
か
ら
、
文
章
全
体
の
構
成
を
と
ら
え
る

（
笑
う
か
ら
楽
し
い
・
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
）�

ペ
ー
ジ

64

読 む

作家・演出家

鴻
こう

上
かみ

尚
しょう

史
じ

ロボット学者

石
いし

黒
ぐろ

浩
ひろし

国際連合事務次長

中
なか

満
みつ

泉
いずみ

「問いをもとう」が、
子どもの思いを学
習につなぎます。

2

「今、私は、ぼくは」

227 226

510

5

目 標 問いをもとう

510

510

＊①	

ス
ピ
ー
チ
の
話
題
と
内
容
を
決
め
よ
う
。

＊②		

構
成
を
考
え
て
、
ス
ピ
ー
チ
メ

モ
を
作
ろ
う
。

　
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
構
成
で
話
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
、
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
将
来
、
ど
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
か
を

ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
そ
の
と

き
に
感
じ
た
こ
と
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

●●

岩
木
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ

　
小
学
校
生
活
を
終
え
よ
う
と
す
る
今
、
あ
な

た
は
何
を
思
い
ま
す
か
。
学
ん
だ
こ
と
、
体
験

し
た
こ
と
、
出
会
っ
た
人

―
。

　
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
を
思
い

え
が
い
て
、
あ
な
た
の
今
の
思
い
を
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
私
は
、
ぼ
く
は

資
料
を
使
っ
て
、
み
り
ょ
く
的
な
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う

　
自
分
の
思
い
や
考
え
が
、
聞
く
人
の
心
に
届
く
よ
う
に
、
資

料
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う
。

◦
聞
く
人
に
合
わ
せ
て
、
話
し
方
や
言
葉
の
選
び
方

に
気
を
つ
け
る
。

◦
複
数
の
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
、
伝
え
た
い
こ
と

が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て
話
す
。

話す・聞く

　
六
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
き
ま
し
た

ね
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
や
経
験
を
ふ
り
返
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
で

大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
、
何
で
す
か
。

●
確
か
め
よ
う

●
見
通
し
を
も
と
う

●
ふ
り
か
え
ろ
う

「
五
年
生
で
学
ん
だ
こ
と
」�

ペ
ー
ジ

12

決めよう
集めよう準備しよう話そう

聞こうつなげよう

＊④ ＊①＊⑤ ＊②＊③

構
成
を
考
え
て
、
ス
ピ
ー
チ
メ
モ

を
作
る
。

資
料
を
準
備
す
る
。

ス
ピ
ー
チ
の
話
題
と
内
容
を
決 

め
る
。

感
想
を
伝
え
合
う
。

練
習
を
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

終わり

伝
え
た
い
思
い

楽
し
い
食
事
で
み
ん
な
の
健
康
を
支

え
る
、
管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
。

初め

将
来
の
夢
は
管
理
栄
養
士

考
え
て
い
る
こ
と

●●

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
考
え
る
と
き
は

　次
の
よ
う
な
こ
と
を
整
理
し
、
伝
え
た
い
思

い
を
は
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
考
え
て
い
る
こ
と

　〈例
〉
将
来
の
夢
、
大
切
に
し
た
い
こ
と

◦
そ
の
考
え
を
も
っ
た
き
っ
か
け

　〈例
〉�

実
際
の
思
い
出
や
出
来
事
、
見
た
こ

と
や
聞
い
た
こ
と

　な
ど

◦
感
じ
た
こ
と

　〈例
〉
今
ふ
り
返
っ
て
思
う
こ
と

　な
ど

中

き
っ
か
け

管
理
栄
養
士
の
小
島
さ
ん
を
特
集
し

た
テ
レ
ビ
番
組

感
じ
た
こ
と
　

小
島
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

管
理
栄
養
士
は
、
か
っ
こ
い
い
仕
事

だ
と
思
っ
た
。

小島みのりさん

マラソン
高田選手
専属の
管理栄養士

きっかけ

229 228

10510

5

5510 10

話す・聞く

＊④	

練
習
を
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う
。

　
自
分
の
思
い
や
考
え
が
十
分
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
資
料
の
示
し
方
や
話
し
方
、

言
葉
の
選
び
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
練
習
の
様
子
を
さ
つ
え
い
し
て
、
見
返
す

の
も
い
い
で
す
ね
。

＊③	

資
料
を
準
備
し
よ
う
。

　
ど
こ
で
、
ど
ん
な
資
料
を
見
せ
る
と
効
果
的
か

を
検
討
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど

を
使
っ
て
資
料
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼	

「
岩
木
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
（「
中
」
の
部
分
）」
や
、
ス
ピ
ー
チ
の
動
画
を
見
て
、

資
料
の
示
し
方
や
話
し
方
の
工
夫
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
と
き
の
言
葉

◦
き
っ
か
け
は
、

―
で
し
た
。

◦�

こ
れ
は
、
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る

―
で
す
。

●●

岩
木
さ
ん
の
作
っ
た
資
料
（「
中
」
の
部
分
）

●●

岩
木
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
（「
中
」
の
部
分
）

◦	

話
題
を
示
し
た
資
料
1

体はみんな、
食べた物から
できている

◦	

要
点
を
ま
と
め
た
資
料
2

◦	

特
に
伝
え
た
い
こ
と
を
示
す
資
料
3

2021年7月 けがから不調に
2021年9月 食事の改善

→小島さんへ
小島さんが
こんだてを作る

2022年1月 練習で成果
2023年4月 国際大会で

かつやく

　私
が
管
理
栄
養
士
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
、

小
島
み
の
り
さ
ん
と
い
う
管
理
栄
養
士
の
方
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。

　み
な
さ
ん
は
、
昨
年
、
マ
ラ
ソ
ン
の
国
際
大
会
で
か
つ
や
く
し
た
高
田
陽
子
選
手

を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
小
島
さ
ん
は
高
田
選
手
専
属
の
管
理
栄
養
士
で
、
高
田
選
手

を
支
え
た
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
で
し
ょ
う
か
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

け
が
で
不
調
に
な
っ
た
高
田
選
手
は
、
練
習
や
生
活
を
一
か
ら
見
直
し
ま
す
。
そ
の

↓
資
料
1
を
見
せ
る

↓
資
料
2
を
見
せ
る

　資
料
1
に
、
小
島
さ
ん
の

写
真
を
入
れ
る
と
、
聞
く
人

が
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
。

●●

資
料
を
作
る
と
き
は

◦	

伝
え
た
い
内
容
や
相
手
に
合
わ
せ
て
、
何
を

資
料
と
し
て
見
せ
る
か
を
考
え
る
。

◦	

話
や
文
字
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
と
き
に

は
、
図
や
表
、
写
真
や
絵
な
ど
を
用
意
す
る
。

◦	

要
点
が
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
、
一
つ
の
資

料
に
情
報
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◦	

後
ろ
の
席
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
文
字

や
写
真
の
大
き
さ
を
考
え
る
。

ペ
ー
ジ
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漢
字

新
8
専8 セ

ン

属

セ
ン

8

　ス
ピ
ー
チ
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
と
き
は

特
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
、

声
の
強
弱
や
話
す
速
さ
、
間
の
取
り
方
を

工
夫
す
る
。

資
料
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
間
を
取
っ
た

り
、
見
て
ほ
し
い
部
分
を
指
し
示
し
た
り

す
る
。

聞
い
て
い
る
人
の
表
情
を
見
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
、
言
葉
を
く
り
返
し
た
り
、

補
っ
た
り
す
る
。

□□□

　他
に
、
大
事
だ
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

と
き
、
食
事
の
専
門
家
と
し
て
声
が
か
か
っ
た
の
が
、
小

島
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 …

　「あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
体
は
み
ん
な
、
食
べ

た
物
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
す
。」
こ
れ
は
、
私
の
印
象
に

強
く
残
っ
て
い
る
小
島
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

―

↓
資
料
3
を
見
せ
る

小島みのりさん

マラソン
高田選手
専属の
管理栄養士

きっかけ

検
8
討8 ト

ウ

8

ト
ウ

8

229 228

10510

5

5510 10

話す・聞く

＊④	

練
習
を
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う
。

　
自
分
の
思
い
や
考
え
が
十
分
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
資
料
の
示
し
方
や
話
し
方
、

言
葉
の
選
び
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
練
習
の
様
子
を
さ
つ
え
い
し
て
、
見
返
す

の
も
い
い
で
す
ね
。

＊③	

資
料
を
準
備
し
よ
う
。

　
ど
こ
で
、
ど
ん
な
資
料
を
見
せ
る
と
効
果
的
か

を
検
討
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど

を
使
っ
て
資
料
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼	

「
岩
木
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
（「
中
」
の
部
分
）」
や
、
ス
ピ
ー
チ
の
動
画
を
見
て
、

資
料
の
示
し
方
や
話
し
方
の
工
夫
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
考
え
を
伝
え
る
と
き
の
言
葉

◦
き
っ
か
け
は
、

―
で
し
た
。

◦�

こ
れ
は
、
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
い
る

―
で
す
。

●●

岩
木
さ
ん
の
作
っ
た
資
料
（「
中
」
の
部
分
）

●●

岩
木
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
（「
中
」
の
部
分
）

◦	

話
題
を
示
し
た
資
料
1

体はみんな、
食べた物から
できている

◦	

要
点
を
ま
と
め
た
資
料
2

◦	

特
に
伝
え
た
い
こ
と
を
示
す
資
料
3

2021年7月 けがから不調に
2021年9月 食事の改善

→小島さんへ
小島さんが
こんだてを作る

2022年1月 練習で成果
2023年4月 国際大会で

かつやく

　私
が
管
理
栄
養
士
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
、

小
島
み
の
り
さ
ん
と
い
う
管
理
栄
養
士
の
方
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。

　み
な
さ
ん
は
、
昨
年
、
マ
ラ
ソ
ン
の
国
際
大
会
で
か
つ
や
く
し
た
高
田
陽
子
選
手

を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
小
島
さ
ん
は
高
田
選
手
専
属
の
管
理
栄
養
士
で
、
高
田
選
手

を
支
え
た
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
で
し
ょ
う
か
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

け
が
で
不
調
に
な
っ
た
高
田
選
手
は
、
練
習
や
生
活
を
一
か
ら
見
直
し
ま
す
。
そ
の

↓
資
料
1
を
見
せ
る

↓
資
料
2
を
見
せ
る

　資
料
1
に
、
小
島
さ
ん
の

写
真
を
入
れ
る
と
、
聞
く
人

が
興
味
を
も
っ
て
く
れ
そ
う
。

●●

資
料
を
作
る
と
き
は

◦	

伝
え
た
い
内
容
や
相
手
に
合
わ
せ
て
、
何
を

資
料
と
し
て
見
せ
る
か
を
考
え
る
。

◦	

話
や
文
字
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
と
き
に

は
、
図
や
表
、
写
真
や
絵
な
ど
を
用
意
す
る
。

◦	

要
点
が
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
、
一
つ
の
資

料
に
情
報
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◦	

後
ろ
の
席
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
文
字

や
写
真
の
大
き
さ
を
考
え
る
。
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漢
字

新
8
専8 セ

ン

属

セ
ン

8

　ス
ピ
ー
チ
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
と
き
は

特
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
、

声
の
強
弱
や
話
す
速
さ
、
間
の
取
り
方
を

工
夫
す
る
。

資
料
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
間
を
取
っ
た

り
、
見
て
ほ
し
い
部
分
を
指
し
示
し
た
り

す
る
。

聞
い
て
い
る
人
の
表
情
を
見
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
、
言
葉
を
く
り
返
し
た
り
、

補
っ
た
り
す
る
。

□□□

　他
に
、
大
事
だ
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

と
き
、
食
事
の
専
門
家
と
し
て
声
が
か
か
っ
た
の
が
、
小

島
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 …

　「あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
体
は
み
ん
な
、
食
べ

た
物
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
す
。」
こ
れ
は
、
私
の
印
象
に

強
く
残
っ
て
い
る
小
島
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

―

↓
資
料
3
を
見
せ
る

小島みのりさん

マラソン
高田選手
専属の
管理栄養士

きっかけ

検
8
討8 ト

ウ

8

ト
ウ

8



自ら学ぼうとする姿勢を育む
― 課題意識・目的意識をもち、意欲的に学習に取り組むことができる教科書です。

特 色 2

今日の学びを、明日につなぐ
― 国語で学んだことを、他教科や生活にいかす力を育てる教科書です。

特 色 3

個別最適な言葉の学び

　「問いをもとう」

・�３領域だけでなく、「言葉」の教材にも「問いをもとう」を設
定。日常の中で、どのように言葉と向き合っているかを問いか
けることで、一人一人の中に問いが生まれるようにしました。

　巻末折り込み「言葉の宝箱」「図を使って考えよう」

・�思いや考えを整理し交流する、さまざまな場面で活用できる資
料です。いつでも自分で選んで使えるようにしています。

一人一人の思いと言葉に寄り添って。

エラーモデルにも学ぶ。言葉への興味の喚起

　特設単元「言葉について考えよう」

・��言葉を学んでいるキャラクター「ロボロボ」が、数々の失敗を
通じて成長していきます。「ロボロボ」とともに、そのときど
う言えばよかったのかを考えていく単元です。

「文の組み立て」

　目標を書く欄

・�「国語の学びを見わたそう」の末尾に設けた、６年生の
国語の学習で、できるようになりたいことや、楽しみな
ことを書き込む欄です。言葉の学びに対して、自覚的に
取り組む第一歩です。
　「中学校へつなげよう」

・�巻末資料「『たいせつ』のまとめ」や、４月に書いた自
分の目標を確かめるなどして、小学校６年間で身につけ
た力を確認し、自分の成長を書いて実感できるようにし
た、国語学習のまとめの教材です。

各教科の学習等にいかす視点を。他教科連携

自分の成長の実感を。 学年末のふり返り

　「いかそう」

・�３領域の単元末や「言葉」の教材の末尾に、「いかそう」を設け、学んだことを
他教科等の学習や日常生活、読書生活の場面で活用できることを示しています。

　「本の世界を広げよう」

・�SDGs の観点からもバランスよく選書した紹介図書のページです。子どもの関心
の多様性にも配慮しながら、各教科等の学習に活用できる本も多数揃えました。

81

ふりかえろう

5

510

●●	

自
分
の
体
験
や
、
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
課
題
や
提
案
内
容
を
導
き
出
す
。

●●	

提
案
内
容
と
、
そ
の
根
拠
と
な
る
事
実
と

を
結
び
付
け
て
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
に
構
成
す
る
。

たいせつ

知
る	

提
案
の
き
っ
か
け
と
、
提
案
内
容
と
を
結
び
付
け
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
た
か
。

書
く	

提
案
に
説
得
力
が
出
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
構
成
を
考
え
ま
し
た
か
。

つ
な
ぐ	

友
達
の
書
い
た
文
章
を
読
ん
で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
か
。 説

得
力
の
あ
る
構
成
で
、

提
案
す
る
文
章
を
書
く

いかそう

　委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
で

何
か
を
提
案
す
る
と
き
に
は
、
提

案
内
容
と
そ
の
根
拠
と
を
、
し
っ

か
り
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
書
い
た
ら
読
み
返
し
て
、
次
の
こ
と
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

◦	

提
案
の
き
っ
か
け
が
、
提
案
内
容
を
支
え
る

理
由
や
根
拠
と
し
て
説
得
力
が
あ
る
か
。

◦	

提
案
内
容
が
実
現
可
能
で
、
具
体
的
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
。

＊⑤	

読
み
合
っ
て
、
感
想
を
伝
え
よ
う
。

　
他
の
グ
ル
ー
プ
の
提
案
す
る
文
章
を
読
み
、

「
説
得
力
が
あ
る
な
。」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
を
伝

え
合
い
ま
し
ょ
う
。

　み
ん
な
の
体
験
が
、
提
案

内
容
と
結
び
付
い
て
い
て
、

説
得
力
が
あ
っ
た
よ
。

消
防

8
庁8 チ

ョ
ウ

8

チ
ョ
ウ

8

10

67

510

51015

し
げ
る
」
の
二
つ
の
主
語
と
述
語
の
関
係
が
あ
り
、

対
等
に
並
ん
で
い
ま
す
。
②
の
文
に
も
二
組
の
主
語

と
述
語
の
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
文
で
中
心
と

な
る
の
は
、「
木
が
─
育
っ
た
」
で
す
。「
ぼ
く
が

─
植
え
た
」
は
、
こ
の
文
の
中
心
の
主
語
で
あ
る

「
木
が
」
を
修
飾
し
ょ
くす
る
言
葉
で
す
。

	
	

次
の
文
の
中
の
、
主
語
と
述
語
の
関
係
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◦�

券
売
機
が
故
障
し
た
う
え
に
、
電
車
が
お
く
れ
た
。

◦�

立
派
な
警
察
署
が
完
成
し
、
住
民
は
喜
ん
だ
。

◦�

祖
父
が
通
う
銭
湯
が
、
駅
の
近
く
に
移
転
し
た
。

◦�

母
が
勤
め
る
旅
行
会
社
は
、
諸
外
国
の
観
光
名
所

の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

	
	

次
の
文
を
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
し
、
同

じ
内
容
を
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◦�

父
が
た
ん
す
に
収
納
し
た
二
枚
の
着
物
は
職
人
が

美
し
く
染
め
た
も
の
だ
。

◦�

市
長
が
環か

ん

境
都
市
を
宣
言
し
た
記
者
会
見
を
見
た

山
田
さ
ん
が
感
想
を
述
べ
る
。

＊①
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＊②

　
ぼ
く
が
　
植
え
た
　
　
木
が
　
育
っ
た
。

主
語

述
語

主
語

述
語

　
文
の
内
容
を
と
ら
え
る
と
き
は
、
文
の
中
の
主
語

と
述
語
の
関
係
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
②
の
よ
う
な
文
は
、
文
を
分
け
て
書
く
こ

と
で
読
み
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ぼ
く
が
木
を
植
え
た
。
そ
の
木
が
育
っ
た
。

　文
を
書
く
と
き
は
、
語
順
や
、
主
語
と
述
語
の

関
係
に
気
を
つ
け
て
、
分
か
り
や
す
く
組
み
立
て

ま
し
ょ
う
。

いかそう

8
宣8 セ

ン

言

セ
ン

8

8
諸8 シ

ョ

外
国

シ
ョ

8

8
銭8 セ

ン

湯

セ
ン

8 立
8
派8 パ

8

ハ

8

提
8
供8 キ

ョ
ウ

8

キ
ョ
ウ

そ
な
え
る
え
る

と
も

8

8
勤8 つ

と

め
る

キ
ン

つ
と
め
る
め
る

つ
と
ま
る
ま
る

8

8
染8 そ

め
る

そ
め
る
め
る

そ
ま
る
ま
る

8

8
収8

シ
ュ
ウ

8
納8 ノ

ウ

8

シ
ュ
ウ

お
さ
め
る
め
る

お
さ
ま
る
ま
る

8

ノ
ウ

お
さ
め
る
め
る

お
さ
ま
る
ま
る

8

8

8
警8 ケ

イ

察
8
署8 シ

ョ

8

ケ
イ

シ
ョ

8

8

二
8
枚8 マ

イ

8

マ
イ

8

「デジタル機器と私たち」

「図を使って考えよう」

309310

51015

5

51015

51015

51015

510

510

510

510

5

二次元コード

が入ります。

言
葉
の
宝た

か
ら

箱

　
調
べ
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
き
や
、
意
見
や
心
情
を
伝
え
る
と
き

に
使
う
言
葉
を
集
め
て
い
ま
す
。
自
分
の
表
現
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

事
物
を
表
す
言
葉

人
物
を
表
す
言
葉

心
情
を
表
す
言
葉

	

率そ
っ

直

	

快
活

	

竹
を
割わ

っ
た
よ
う

	

誠せ
い

実

	

楽
天
的

	

楽
観
的

	

悲
観
的

	

気
難
む
ず
かし

い

	

積
極
的

	

消
極
的

	

え
ん
り
ょ
が
ち

	

論ろ
ん

理
的

	

感
情
的

	

熱
意
の
あ
る

	

ひ
た
む
き

	

厳げ
ん

格

	

も
の
静
か

	

す
る
ど
い

	

優ゆ
う

柔
じ
ゅ
う不
断

	

未
熟
じ
ゅ
く

	

個
性
的

ひ
い
で
る

	

―
に
強
い

	

い
ち
じ
る
し
い

	

ひ
と
き
わ

	

た
と
え
よ
う
が
な
い

	

計
り
知
れ
な
い

	

一
目
り
ょ
う
ぜ
ん

	

簡か
ん

潔

	

簡か
ん

素

	

質
素

	

に
わ
か
に

	

見
合
う

	

申
し
分
な
い

	

適
切

	

好
ま
し
い

	

不
都
合

	

不
つ
り
合
い

	

明
確

	

的
確

	

不
確
か

	

あ
い
ま
い

	

ま
れ

	

一
長
一
短
が
あ
る

	

典
型
的

	

不
向
き

	

不
規
則

	

雄ゆ
う

大

	

さ
さ
や
か

	

か
た
苦
し
い

	

筋す
じ

の
通
っ
た

	

不
可
欠

	

同
一い
つ

	

共
通

	

抽
ち
ゅ
う象

的

	

現
実
的

	

理
想
的

	

手
が
こ
ん
だ

	

け
っ
さ
く

	

も
ろ
い

	

せ
ん
さ
い

	

風
流

	

味
わ
い
が
あ
る

	

味
気
な
い

	

明
快

	

ま
ば
ゆ
い

	

香こ
う

ば
し
い

	

あ
り
の
ま
ま

	
一
目
置
く

	

好
感
を
も
つ

	

思
い
入
れ
が
あ
る

	

我わ
れ

を
忘わ
す

れ
る

	

専せ
ん

念

	

わ
き
め
も
ふ
ら
ず

	

没ぼ
っ

頭
す
る

	

満
ち
足
り
る

	

心
に
ひ
び
く

	

か
ん
め
い
を
受
け
る

	

し
た
う

	

い
と
お
し
い

	

愛
着
が
あ
る

	

い
き
ど
お
る

	

気
が
楽
に
な
る

	

痛つ
う

快

	

胸む
ね

が
す
く

	

胸む
ね

に
ひ
び
く

	

胸む
ね

に
せ
ま
る

		
胸む
ね

が
い
っ
ぱ
い
に	

	
な
る

	

胸む
ね

を
ふ
く
ら
ま
せ
る

	

待
ち
望
む

	

解
放
感

	

こ
し
が
重
い

	

荷
が
重
い

	

印
象
深
い

	

圧
倒と
う

さ
れ
る

	

動
揺よ
う

す
る

	

意
気
ご
む

	

気
が
か
り

	

気
に
さ
わ
る

	

痛い
た

ま
し
い

	

い
た
た
ま
れ
な
い

	

も
ど
か
し
い

	

た
ま
ら
な
い

	

な
や
ま
し
い

	

わ
ず
ら
わ
し
い

	

な
ご
り
お
し
い

	

心
残
り

	

忘わ
す

れ
が
た
い

	

よ
い
ん
が
残
る

	

ほ
の
ぼ
の
す
る

	

く
つ
ろ
ぐ

	

苦
心

	

悲
痛つ
う

	

失
望

	

幸
福

	

も
の
悲
し
い

六
年
間
で
学
ん
だ

言
葉
を
見
る
。

▼
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
い
か
し
て
、

使
え
る
言
葉
を
増
や
す
方
法
を

考
え
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◦	

似
た
意
味
の
言
葉
を
探さ
が

す
。

◦	

同
じ
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
を
調

べ
る
。	

な
ど

311312

　
大
き
な
テ
ー
マ
か
ら
、
く
わ
し
い
事
が
ら
や
、
具
体
的
な
事
が
ら
を
つ
な
げ
て

図
に
し
て
い
く
と
、
考
え
や
情
報
を
構
造
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
は
、
□
□
と
△
△
の

大
き
く
○
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
□
□
に

つ
い
て
く
わ
し
く
見
て
い

く
と
、

―
。

・

具体例 具体例 具体例

か
ん
た
ん

む
ず
か
し
い

みんなでする

個人やグループの出し物

分
け
る

広
げ
る

比
べ
る

位
置
づ
け
る

つ
な
げ
る

夏をすずしく過ごす方法

水溶
よう

液の性質

日本の文化について

お楽しみ会で何をするか

事
が
ら
ど
う
し
の
関
係
を
整
理
す
る
。

大
き
な
テ
ー
マ
の
下
に
、
よ
り
く
わ
し
い
観
点
や

事
が
ら
を
書
き
、
線
で
つ
な
ぐ
。

　に
お
い
を
比
べ
る
と
、

調
べ
た
水
溶
液
の
中
で
、

塩
酸
だ
け
が
に
お
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　み
ん
な
で
す
る
と
い
う
条

件
と
、
か
ん
た
ん
だ
と
い
う

条
件
の
両
方
を
満
た
す
の
は
、

さ
が
し
物
ゲ
ー
ム
で
す
。

　夏
を
す
ず
し
く
過
ご
す

方
法
は
、
電
気
を
使
う
も

の
と
、
電
気
を
使
わ
な
い

も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 　「こ

ま
め
に
電
気
を
消
す
」

の
は
、「
節
電
す
る
」
た
め

の
具
体
的
な
方
法
だ
ね
。

　整
理
し
た
考
え
を
、
他

の
人
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
と
き
に
、
使
え
る
ね
。

　日
本
の
文
化
に
つ
い
て
、

工
芸
品
と
い
う
点
か
ら
具

体
的
に
考
え
る
と
、
調
べ

た
い
工
芸
品
が
た
く
さ
ん

見
つ
か
り
ま
し
た
。

電気を使う

電気を使わない

エアコン

緑のカーテン

せんぷう機

打ち水

ダンス

ものまね

さがし物
ゲーム

日本の文化

二段階

一段
だん

階

工芸品

芸能 行事

染
そ

め物和紙

　　水溶液
食塩水 塩酸 炭酸水

様子 水と同じ 水と同じ あわ

におい なし あり なし

蒸
じょう

発すると
残るもの

白いもの なし なし

調べること

◦
使
い
す
て
の
物
は
使
わ
な
い

◦
ご
み
を
減
ら
す

◦
節
電
す
る

◦
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
見
直
す

◦
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す

◦
節
水
す
る

◦
お
ふ
ろ
の
残
り
湯
で
せ
ん
た
く
す
る

◦
手
を
あ
ら
う
と
き
、水
を
一
度
止
め
る

環か
ん

境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

こ
ま
め
に
電
気
を
消
す

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
見
直
す

手
を
あ
ら
う
と
き
、
水

を
一
度
止
め
る

お
ふ
ろ
の
残
り
湯
で

せ
ん
た
く
す
る

二
段
階
く
わ
し
く

し
た
も
の（
具
体
）

一
段だ

ん

階
く
わ
し
く

し
た
も
の（
観
点
）

大
き
な
テ
ー
マ

使
い
す
て
の
物
は

使
わ
な
い

環
境
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

節
電
す
る

節
水
す
る

ご
み
を

減
ら
す

図
を
使
っ
て
考
え
よ
う

　
考
え
を
整
理
し
た
り
、
広
げ
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

「言葉の宝箱」

「日本語の特徴」

219 218

5510

51015
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日
本
語
は
、
世
界
に
多
数
あ
る
言
語
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
他

の
言
語
と
比
べ
る
と
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
英
語
と
比
べ
な
が
ら
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
同
じ
内
容
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
日
本
語
の
文
と
英
語
の
文
と
を
比
べ
て
、
気

づ
い
た
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
語
は
、「
私
は
、
毎
日
、
パ
ン
を
」
ま
で
言
っ
た
後
、「
食
べ
る
」「
食
べ

な
い
」
の
ど
ち
ら
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
英
語
で
は
、「
I 

e
a
t
」「
I 

d
o
n
ʼt 

e
a
t
」
と
、
初
め
の
ほ
う
で
「
食
べ
る
」
か
「
食

べ
な
い
」
か
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
で
は
、
主
語
の
「
私
は
」
を
省
略

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
英
語
で
は
基
本
的
に
は
省
略
し
な
い
な
ど
の
ち

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
言
葉
や
表
現
に
は
、
そ
の
言
語
を
話
す
人
た
ち
の
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が

表
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
で
は
「
兄
」
も
「
弟
」
も

「
b
r
o
t
h
e
r
」、「
姉
」
も
「
妹
」
も
「
s
i
s
t
e
r
」
と
表
し
ま
す
。
日

本
語
で
は
、
一
つ
の
言
葉
で
年
上
か
年
下
か
の
区
別
が
つ
き
ま
す
が
、
英
語
で
区

別
を
つ
け
る
と
き
は
、
別
の
言
葉
を
加
え
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現

の
ち
が
い
が
あ
る
の
か
、
考
え
て
み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

▼
日
本
語
に
は
、
雨
を
表
す
言
葉
や
、
雨
に
関
す
る
表
現
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　他
の
言
語
も
見
て
み
よ
う
。

言
語
の
特
徴
を
考
え
る
と
き
は

　次
の
点
に
つ
い
て
、
他
の
言
語
と
比
べ
る
と

特
徴
が
見
え
て
く
る
。

文
の
組
み
立
て
に
着
目
す
る
。

◦
主
語
と
述
語
、
修
飾
し
ょ
く

語
な
ど
の
順

◦
語
順
を
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

◦
主
語
を
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
か

�

な
ど

表
記
に
着
目
す
る
。

◦
使
っ
て
い
る
文
字

◦
言
葉
の
ま
と
ま
り
の
示
し
方�

な
ど

言
葉
や
表
現
に
着
目
す
る
。

◦
ど
ん
な
分
野
の
言
葉
や
表
現
が
多
い
か

◦
ど
ん
な
こ
と
を
区
別
し
て
い
る
か

�

な
ど

□□□

　他
に
、
大
事
な
こ
と
は

あ
る
か
な
。

I eat bread every day.

私は、毎日、パンを食べる。
（私）（食べる）（パン） （毎日）

　「私
は
」
と
「
I
」
が
最

初
に
来
る
の
は
同
じ
だ
け
ど
、

そ
の
後
は

―
。

　日
本
語
は
、
文
字
の
種
類

が
多
く
て
、
大
変
で
す
。

　e
v
e
r
y 

d
a
y
は
八
字

だ
け
ど
、「
毎
日
」
は
二
字
で

す
む
よ
。

　ど
ん
な
雨
な
の
か

が
分
か
る
言
葉
や
表

現
だ
ね
。

〈韓
かん

国
こく

語〉 나는　매일　빵을　먹는다.

（私） （毎日）（パン）（食べる）

〈中
ちゅう

国
ごく

語〉 我�每�天�都�吃�面�包�。
（私）（毎日）（食べる）（パン）

〈フランス語〉 Je mange du pain tous les jours.
（私）（食べる） （パン） （毎日）

〈フィリピノ語〉 Kumakain ako ng tinapay araw-araw.
（食べる） （私） （パン） （毎日）

小こ

雨さ
め

・
に
わ
か
雨
・
ど
し
ゃ
降
り

ザ
ー
ザ
ー
・
し
と
し
と
・
ぱ
ら
ぱ
ら
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言 葉

　
日
本
語
を
学
習
し
て
き
た
ロ
ボ
ロ
ボ
の
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ

で
英
語
を
学
ん
だ
ロ
ビ
ー
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　よ
う
こ
そ
、
ロ
ビ
ー
。

日
本
語
の
こ
と
な
ら
、

何
で
も
き
い
て
。

　う
う
ん
、
ど
ん
な

言
語
か
な
。
ど
う
答

え
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
。
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
よ
。
難
し

い
な
。

　日
本
語
と
は
、

ど
ん
な
言
語
で
す
か
。

Hello.

言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

日
本
語
の
特
徴ち

ょ
う

問いをもとう

　
あ
な
た
な
ら
、
日
本
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と

説
明
し
ま
す
か
。

目標を書く欄

17

5

　
国
語
の
学
習
は
、
あ
な
た
の
ふ

だ
ん
の
生
活
と
強
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
書

い
た
り
、
読
ん
だ
り
す
る
と
き
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
こ
と
や
、
し
て
み

た
い
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

六
年
生
の
国
語
の
学
習
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
や
、
楽
し
み
な
学
習
を
書
い
て
お
こ
う
。

●
友
達
と
の
間
で

●
学
校
生
活
の
中
で

●
家
や
地
域い
き

で

　
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ

う
な
遊
び
を
考
え
た
い
な
。

　
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

に
つ
い

て
調
べ
て
、
考
え
を
ま

と
め
た
い
な
。

　
い
ろ
い
ろ
な
立
場
に

立
っ
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

「中学校へつなげよう」

251 250

話す・聞く

書 く

読 む

510

510

510

　他
に
も
、
身
に
つ
い
た
言
葉
の
力

が
あ
る
よ
ね
。
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を

見
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

話
す
と
き

□  

話
題
を
決
め
、
材
料
を
集
め
る
。

□ 

説
得
力
の
あ
る
構
成
を
考
え
る
。

□ 

資
料
を
用
い
て
、
表
現
を
工
夫
す
る
。

聞
く
と
き

□ 

話
の
要
点
を
と
ら
え
て
、
メ
モ
を
取
る
。

□ 

相
手
の
話
を
引
き
出
す
質
問
を
す
る
。

□ 

聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

話
し
合
う
と
き

□  

異
な
る
立
場
の
人
と
話
し
合
い
、 

自
分
の

考
え
を
広
げ
る
。

□  

意
見
の
共
通
点
や
異
な
る
点
を
整
理
し
、 

考
え
を
ま
と
め
る
。

説
明
す
る
文
章
を
読
む
と
き

□ 

文
章
構
成
や
要
旨し

を
と
ら
え
る
。

□ 

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る
。

□ 

筆
者
の
論
の
進
め
方
を
考
え
る
。

□ 

文
章
と
図
表
を
結
び
付
け
る
。

□ 

読
ん
で
感
想
や
考
え
を
も
ち
、 伝
え
合
う
。

物
語
や
詩
を
読
む
と
き

□ 

作
品
の
設
定
や
展
開
を
と
ら
え
る
。

□ 

登
場
人
物
の
心
情
や
関
わ
り
を
と
ら
え
る
。

□ 

情
景
な
ど
の
表
現
の
効
果
を
考
え
る
。

□ 

人
物
像
や
作
品
の
全
体
像
を
想
像
す
る
。

□ 

読
ん
で
感
想
や
考
え
を
も
ち
、 伝
え
合
う
。

調
べ
た
こ
と
や
、
自
分
の
考
え
を
書
く
と
き

□ 

見
出
し
を
付
け
る
な
ど
、
構
成
を
工
夫
す
る
。

□ 

伝
え
た
い
こ
と
に
合
っ
た
言
葉
を
選
ぶ
。

□  

相
手
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、
く
わ
し
く
書
い
た
り
、 

短
く
ま
と
め
た
り
す
る
。

□ 

事
実
と
、
感
想
や
意
見
と
を
区
別
す
る
。

□  

図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
引
用
し
て
、 

考
え
に
説
得
力

を
も
た
せ
る
。

□  

反
論
を
想
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
を
書
く
。

物
語
や
詩
を
書
く
と
き

□ 

物
語
の
設
定
や
場
面
を
考
え
る
。

□  

効
果
的
な
構
成
を
考
え
る
。

□ 

伝
え
た
い
こ
と
に
合
っ
た
言
葉
を
選
ぶ
。

　
六
年
間
で
学
ん
だ
言
葉
の
力
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
身
に
つ

い
た
と
思
う
言
葉
の
力
と
、
そ
の
力
を
ど
ん
な
場
面
で
い
か
し
た
い

か
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

中
学
校
へ
つ
な
げ
よ
う

　相
手
か
ら
話
を
引
き
出
す
質
問
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
校
で
初
め

て
会
う
友
達
と
話
す
と
き
に
い
か
せ
ば
、

す
ぐ
に
仲
よ
く
な
れ
そ
う
。

こ
ん
な
力
が
つ
い
た
よ
。

こ
ん
な
と
き
に
い
か
そ
う
。

3



編集上の留意点

1 教育基本法・
学習指導要領
への対応

◆ 教育基本法や学校教育法の理念を踏まえ、特に次の点に意を用いました。
①国語力及び学習の基盤的能力の育成、②コミュニケーション能力の育成、③豊かな心の育成、
④情報社会を生き抜く力の育成、⑤社会の変化に対応する能力の育成

◆ 学習指導要領の方向性に対応し、特に次の点を工夫し配慮しました。  
①基礎的・基本的な知識・技能と活用力を身につける、②論理的に思考し、判断し、表現する能力を養う、 ③豊かな情操と道徳心を養う、
④伝統的な言語文化を尊重し、国語と郷土を愛する心を育成する、⑤個人の価値を尊重し、その能力を伸ばし、自主・自立の精神を養う、
⑥読書に親しみ、生涯にわたって充実した読書生活を送るための基礎を養う、 ⑦社会の形成者たる児童を育成する　

2 内容と系統 ◆ 学習指導要領の各学年の目標及び内容がもれなく指導できるよう、また、言語活動例がそれぞれの段階で扱えるように教材を選定・作成しています。
◆ 各単元・教材のねらいを明確にし、基礎的・基本的な内容が着実に身につけられるよう、学年内・学年間を見通して系統的に位置づけています。
◆  児童の資質・能力の育成のために、教科横断的な関連を図るとともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、カリキュラム・マネジメントに資する内容構
成の工夫をしています。

3 配分・配列 ◆  教科書全体を「単元」「コラム」「特設単元」で構成し、「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」とを適切に組み合わせて、言葉の力を着実に身につけられ
るようにしています。

◆  学年の発達段階と学習の持続性を考慮し、単元数に配慮して構成しています。  
◆  3学期制、2学期制のどちらにも対応するよう、単元・教材数・領域のバランスを工夫しています。
◆ 各学年巻末に、本単元の補充学習・発展学習に資するよう、資料となる教材を掲載しています。

4 教材の選定 ◆  各学年を通じて、発達段階を考慮するとともに、児童の学習意欲を喚起すること、また、社会の形成者としての児童を育成するよう、その道徳的心情や道徳的判断
力が育つことに配慮して、内容・題材を選定しています。
【入門期】（１年）
幼稚園・保育所から小学校への円滑な連携を図れるよう配慮し、児童が学校生活に慣れるとともに、学習意欲を大事にすることを考えて教材を選定しました。
【話すこと・聞くこと】
児童の日常生活、学校生活、学習場面に取材し、「話す・聞く・話し合う」ことの意義が感じられるように、発達段階に即して題材を選んでいます。また、学習活動か
らその後の振り返りの場に至るまで、意図的・計画的に設定しています。
【書くこと】
相手と目的の明確な話題・題材と児童がイメージしやすい場を設定することで、書く必要性と必然性を感じ、書く意欲が喚起されるよう工夫しています。また、取材から
記述までの表現過程とその後の交流までを具体的に図示するなど、分かりやすく示しています。
【読むこと】
児童の言語環境と発達段階に応じて、言葉の美しさが感得できる教材、家族や友人など他者への思いやりを育てる教材、他教科の内容に関連する教材、ものの見
方・考え方を広げたり深めたりできる教材などを幅広く選定しています。
【言葉の特徴や使い方に関する事項】
児童の言語生活や既習教材から素材を取り上げ、学習活動を通して言語や漢字についての知識を楽しく身につけるとともに、言葉に対する興味・関心が深まるよう、
教材化を工夫しています。また、各学年に言葉そのものを対象化して考える教材を位置づけ、児童が言葉の自覚的な使い手として育つよう配慮しています。
【情報の扱い方に関する事項】
話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたりする能力を身につけられるよう、情報の扱い方に特化した教材「情報」を設けました。
【我が国の言語文化に関する事項】
先人の遺産としての言語作品を多く取り上げ、生涯の宝として身につけられるようにしました。

5 地域性への配慮 ◆ 話題・題材は、農山漁村・都市などの地域的な偏りを避けるとともに、国際的視野が育つように、バランスの取れた構成になっています。
◆ １年下巻以降は、複式学級での使用を見据え、前後の学年である程度学習時期を揃えられるように、単元構成上の配慮をしています。

6 他教科等との
関連

◆  カリキュラム・マネジメントの観点から、他教科などとの関連が図れるように、話題・題材の選定において工夫しています。
　【社会】「『鳥獣戯画』を読む」「発見、日本文化のみりょく」　【外国語】「日本語の特徴」
　【道徳】「『考える』とは」「人間は他の生物と何がちがうのか」　【総合】「星空を届けたい」「デジタル機器と私たち」　など
◆ 学習活動面においても、他教科等の学習で活用できるよう配慮しています。
　  「聞いて、考えを深めよう」「情報と情報をつなげて伝えるとき」「いちばん大事なものは」　など

7 情報活用・
ICT活用

◆「二次元コード」が示してある場所には、児童が学習を進めるうえで参考となり、さらに興味・関心をもって学べる資料を収めています。
◆  特に３年以上では、写真を使って報告文を書いたり、スピーチの練習を撮影したりする学習活動を取り入れるなど、必然性をもって ICT機器を活用してその活用能力を
育めるよう配慮しています。

8 文字提出・
表記・表現

◆  漢字学習は、言葉の学習であると捉え、前学年漢字及び各学年配当漢字を全て本文中に提出しています。
◆  新出漢字は当該ページ欄外に語として抽出し、読みの負担を軽減しています。また、1教材での提出数を制限し、過重な負担とならないよう配慮しています。

9 挿絵・写真・
図・グラフなど

◆  学習内容の理解を助け、児童のイメージを豊かに広げる挿絵・写真を適所に掲げています。また、点字見本のページ（5年）のように、実際に触れて参考にする資料
も設けています。

◆    「話す・聞く」「書く」教材や、「読む」教材の手引きなどに、種々の表やマップを配したほか、巻末折り込み付録「図を使って考えよう」（2年上以降）を設け、児童が考
えを形成したりまとめたりする技法として活用できるように工夫しています。

◆ 非連続型テキストの読み取りの学習について、ニュースサイトを読んで情報を確認する教材を設けました。（「インターネットでニュースを読もう」）

10 製本・印刷・
活字など

◆  製本は堅牢で、印刷は鮮明で読みやすく、 特に、色覚特性に対応するために、支援を必要とする児童が判別しやすい配色・色調に配慮しています。
◆  原料や製法についても、十分に配慮しました。環境に負荷の少ない用紙、植物油インキを用いています。  
◆   本文には、教科書のために特にデザインした自社作成の教科書体を用いています。読みやすいだけでなく、書き文字に近いため、正しい字形を意識させることができ、
文字指導に効果的です。

◆   特に1・2年では、字形を追って一字一字を確かめながら学習を進める段階であることに配慮し、通常よりも太く読みやすい書体を使用しています。
◆   「本の世界を広げよう」「学習に用いる言葉」（２年上以降）では、教科書体に対応した読みやすいユニバーサルデザイン書体を使用しています。

11 特別支援教育
への配慮

◆  学習上支援が必要な児童のために、またﾕﾆバｰｻﾙデザｲﾝという観点から、特に以下の点に配慮しています。
•  情報のまとまりが認識しやすいように、用語解説や覚えておきたい知識などはﾏｰｸを付して示す。
• 写真と写真の間を空けたり、線で囲んだりして、境界を明確に区別できるようにする。（「公共図書館を活用しよう」「古典芸能の世界」など）
• 色覚特性に配慮して、色による識別に頼ることなく、形で識別できるように作成する。また、色を問いとする学習活動を設定しない。説明の際は、色以外の情報も
合わせて示すなどして教材化を図る。（「文の組み立て」「図を使って考えよう」など）

12 幼稚園・保育所
との連携、
中学校との連携

◆   学校生活への不安をなくし、明るくスタートできるよう、 1年の第一教材においては、児童が友達や先生と交流する場面を取り上げました。続く、「さあ はじめよう」には、
幼稚園・保育所等での体験をいかしながら、小学校での学びの基本的な姿勢作りを行う教材を位置づけています。

◆  ５・６年は、学年1冊としています。高学年としての自覚を高め、中学校入学時の環境変化に適応するための配慮です。
◆ ６年最後に、卒業単元として「卒業するみなさんへ」、小学校で身についた力を確認できる「中学校へつなげよう」を位置づけました。

13 その他の
配慮事項

【言語活動】
  つけたい力（指導事項）と言語活動を単元冒頭に掲げて、児童が目的をもって学習に臨めるようにし、習得と活用とが滑らかに行えるよう課題を設定するとともに、ここで
身につけた力や考えたことが他教科や日常生活でいかせるよう配慮しました。
【学習過程の重視】
  「思考力、判断力、表現力等」の各領域において、学習過程を明確にした教材を設定しました。また、学習過程の中で、自分の考えを形成し、それを他者と共有する
ことを重視しました。
【読書】 読書に対する意欲を高め、読書の幅を広げ、読書を通して思考力や想像力を養うことを目ざして、次のような工夫をしています。
・特設単元「本は友達」に、多様なジャンルの作品を位置づけました。
・各「読むこと」単元の手引き及び各巻末に、学年に適した本の紹介をまとめて、表紙写真とともに提示しました。
・紹介する本は、人権教育の観点からも吟味し、選定しました。

【語彙を豊かに】
  ２年以上の各学年4か所に「季節の言葉」を設け、日本人の季節感を育んできたさまざまな伝統行事や風物などを言葉とともに取り上げると同時に、それらを題材にした韻
文に触れることで言語感覚を豊かに育成する工夫をしています。
【多様性・今日的課題への対応】 
  特別支援教育やカラーユニバーサルデザインの観点のほか、学習のユニバーサルデザイン、防災教育、外国人児童生徒等教育、人権教育などの観点から教科書全
体の校閲を受け、それぞれ配慮を施しています。また、SDGｓの観点から、紹介図書や学習の題材等をバランスよく取り上げています。

教科書の特色
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2. 対照表

図書の構成・内容

学習指導要領の内容
該当
箇所

配
当
時
数

知識及び
技能

思考力、判断力、表現力等
取り上げる題材についての観点A

話すこと・聞くこと
B

書くこと
C

読むこと

つないで、つないで、一つのお話 （1）カ （1）エ （イ）伝え合う力、想像力 18-19 1

準備 （1）ク・ケ （1）エ （イ）想像力　（オ）生活を明るくする意志 20-21 1

伝わるかな、好きな食べ物 （1）ク （1）カ・ウ （イ）伝え合う力　（オ）生活を明るくする意志 22-23 1

帰り道 （1）カ・ク （1）イ（2）イ　 （カ）他人を思いやる心 25-40 5

公共図書館を活用しよう （3）オ （ウ）適切に判断する能力 41-43 1

漢字の形と音・意味 （1）エ（3）ウ （ア）国語に対する関心 44-45 2

春のいぶき （1）オ （1）ア（2）イ （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 46-47 1

聞いて、考えを深めよう （1）オ ・キ （1）エ（2）イ （ウ）公正かつ適切に判断する能力 48-51 6

漢字の広場① （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 52 1
笑うから楽しい
時計の時間と心の時間
［情報］主張と事例

（1）カ（2）ア （1）ア・オ（2）ア （エ）科学的、論理的に物事を捉える力
（オ）生活を明るくする意志 53-65 7

文の組み立て （1）カ （ア）国語に対する関心　（イ）言語感覚 66-67 2

たのしみは （1）オ・カ （1）ウ・カ（2）イ （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 68-71 3

天地の文 （3）ア・イ （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 72-73 1

［情報］情報と情報をつなげて伝えるとき （2）イ （1）ア （エ）論理的に物事を捉える力 74-75 2

デジタル機器と私たち （1）カ（2）ア （1）イ（2）ア （ウ）公正かつ適切に判断する能力
（エ）論理的に物事を捉える力 76-81 8

夏のさかり （1）オ （1）ア （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 82-83 1
私と本
星空を届けたい

（3）オ （1）オ・カ （カ）他人を思いやる心 
（オ）生活を明るくする意志 84-97 5

せんねん まんねん
名づけられた葉

（1）ク （1）オ （イ）想像力　（カ）生命を尊重する心 98-101 2

いちばん大事なものは （2）ア （1）オ（2）ウ （オ）生活を明るくする意志 102-103 2

インターネットでニュースを読もう （1）カ （1）ウ・オ（2）ア （ウ）適切に判断する能力 104-107 3

文章を推敲しよう （1）カ （1）オ （イ）言語感覚  （ウ）適切に判断する能力 108-109 2

漢字の広場② （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 110 1
やまなし
［資料］イーハトーヴの夢

（1）カ・ク （1）エ（2）イ （イ）想像力、言語感覚 111-134 8

漢字の広場③ （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 135 1

熟語の成り立ち （1）エ・オ （ア）国語に対する関心 136-137 2

秋の深まり （1）オ （1）ア（2）イ （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 138-139 1
みんなで楽しく過ごすために
［コラム］伝えにくいことを伝える

（1）オ （1）ア・オ（2）ウ （オ）生活を明るくする意志
（カ）他人を思いやる心 140-147 6

話し言葉と書き言葉 （1）イ （ア）国語に対する関心　（イ）言語感覚 148-149 1
古典芸能の世界
狂言「柿山伏」を楽しもう

（3）ア・イ （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 150-154 2

『鳥獣戯画』を読む
発見、日本文化のみりょく

（1）ク（3）オ （1）ウ（2）ア （1）ア・ウ（2）ウ
（エ）視野を広げる
（ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情
（ケ）日本人としての自覚をもって国を愛する心

155-169 10

カンジー博士の漢字学習の秘伝 （1）ウ・エ （ア）国語に対する関心 170-171 2

漢字の広場④ （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 172 1

ぼくのブック・ウーマン （1）オ（3）オ （1）エ・オ（2）イ （ア）国語に対する関心　
（コ）世界の文化などへの理解 173-187 4

おすすめパンフレットを作ろう （1）ア・カ （1）エ（2）ア （オ）生活を明るくする意志 188-193 6

冬のおとずれ （1）オ （1）ア （ク）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情 194-195 1

詩を朗読してしょうかいしよう （1）ケ（3）オ （1）カ （イ）想像力、言語感覚 196-197 2

知ってほしい、この名言 （2）イ （1）ア （ア）国語に対する関心　
（オ）生活を明るくする意志 198-199 2

日本の文字文化
［コラム］仮名づかい

（1）ウ（3）ウ （ア）国語に対する関心 200-203 2

漢字の広場⑤ （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 204 1
考えることとなやむこと
考えることを考え続ける
考える人の行動が世界を変える

（1）オ・カ （1）オ・カ（2）ア
（ウ）公正かつ適切に判断する能力
（オ）生活を明るくし、強く正しく生きる意志
（ケ）社会の発展を願う態度

205-214 6

使える言葉にするために （1）エ （ア）国語に対する関心 215-216 1

日本語の特徴 （1）ウ・オ・カ （1）ウ （ア）国語に対する関心　（イ）言語感覚 217-220 3

大切にしたい言葉 （1）オ （1）ウ（2）ウ （オ）生活を明るくする意志 221-225 6

今、私は、ぼくは （1）イ・キ （1）イ・ウ（2）ア （オ）生活を明るくし、強く正しく生きる意志 226-230 6

海の命 （1）オ・ク （1）エ・カ（2）イ （オ）強く正しく生きる意志 231-246 6

漢字の広場⑥ （1）エ （1）オ （ア）国語に対する関心 247 1
中学校へつなげよう
生きる
人間は他の生物と何がちがうのか

（1）ク・ケ （1）ア （1）オ・カ （ア）国語に対する関心 （イ）想像力
（カ）生命を尊重する心  （キ）自然を愛する心 248-260 4

合計時数 143
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